
 

 

 

 

 

 

 

 

振り返ればどの生徒も大きく成長している 
                               校長  後藤 琢磨 

 「なぜ学校に行き、なぜ勉強するのか。」誰もが考えたことがあると思います。 

 もし、自力で家を建てたい子がいたとします。設計図を描き、材木を切り倒し、加工し

組立て、見事に家が完成したら、その子はもう勉強する必要はありません。 

 また、世界一周を一人で成し遂げたなら、その子も勉強する必要はありません。 

 でも、どちらも危険が多過ぎます。子どもの体力では

家を建てる途中で大けがをするでしょうし、世界一周の

途中では命を失うこともあり得ます。 

 だから、学校です。体と心の発達に合わせて、安全に、

段階的に、幅広く、学力を身につけていきます。 

 しかし、問題なのが、一斉授業で一律に教える教育は

合わない生徒が出ることです。段階的に教えると、簡単

過ぎてつまらない生徒が出てきます。幅広く教える

と、その勉強は自分に必要かと悩む生徒が出てきま

す。安全・安心と聞こえのよい言葉の裏で、スリルの

ない日々に嫌気がさす生徒も出てきます。 

 そんなことを考えながら生徒の様子を見ていると、

生き生きとする場面がちゃんとありました。それは、

自分が主役になって活躍している時です。 

勉強がわかった時、生き生きしています。自分の説明で仲間ができるようになった時、

生き生きしています。自分が仲間と先生を盛り上げている時、最高に生き生きしています。

ドッジボールで当てた時、給食ジャンケンに勝った時、

みんな生き生きしていました。 

 振り返ってみれば、どの子も大きく成長しています。

教科書の勉強だけではありません。自分について、人間

について、たくさん悩んだことが成長の証です。 

 保護者・地域の皆様、一年間、温かいご支援をありが

とうございました。 
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